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かった。さらに、6μm2の電子線ビームを 3μm ずつ移動させて、30μm×30μm の領域から回折
像を取得することにより、脂質分子の側方充填配列構造ドメインの空間的分布について調べた。コ
レステロール濃度が高くなるにつれて流動相的ドメインが増加する様子か観察された。また、コレ
ステロールが添加されたセラミドのゲル相的ドメインについて回折強度の方位角方向への広がりを
評価することで、コレステロール分子がゲル相的ドメインのゆらぎを大きくするように入り込んで
いることが示唆された。これらの結果は、コレステロールが皮膚角層細胞間脂質で見られるヘキサ
ゴナル構造中にも低濃度で存在し、構造のゆらぎを大きくすることで膜の物質透過性などに関与し
ている可能性があることを示しており、生体内でのコレステロールの役割を考える上で興味ある知
見を与えるものである。
